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広域的な利用に供する商

業施設や娯楽施設の立地

を今後も許容する地区

中心市街地

伊賀市の顔として、歴

史・文化資産を活用し、

人が暮らし、賑わう、魅

力あるコンパクトなま

ちづくりの拠点の形成

を図る地区
市街地南部

医療・教育・レクリエーション・

文化など、多様な都市機能の集積

を維持・向上させる地区

↑ 
広域的拠点 

 

←地域拠点 
 

地域連携図→ 
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取り組みの経過 

◆認定期間 
 

◆第１期計画：H２０.１１～H２６.１０（６年） 
 

◆第２期計画：計画策定委員会（平成２５年度） 
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◎第１期計画の評価、課題の検証 
 

◎「伊賀らしさ」のＰＲ 
 

 ⇒歴史や文化、伝統に根ざした商いや生活にこそ魅力がある！ 
 ⇒他の地域が今から真似しようとしてもできない＝他との差別化 
 

◎ターゲットを絞った事業展開 

計画案にグランドデザインの内容を反映 ⇒ 認定 
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具体的な手法は？ 

◆中活計画、歴まち計画認定のメリット 
 

メリット① 国の重点的な「財政支援」 
 

 中活計画…国土交通省、経済産業省、総務省など 
 歴まち計画…国土交通省、文化庁、農林水産省 
 

  ⇒市（市民）の負担を減らす 
 

メリット② まちづくりイメージ、将来像の共有 
 

 法定協議会の設置…市民や民間事業者の参画が必須 
 

  ⇒まちづくりへの連帯感、継続性を創り出す 
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